
南
明
会
関
東
支
部
だ
よ
り
に
よ
せ
て

南
明
会
関
東
支
部
会
長

古
川
征
弘

暑
い
季
節
を
迎
え
よ
う
と
し
て
ま
す
。
皆
様
如

何
お
す
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
同
窓
会
の
役

割
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
理
念

は
「
理
学
部
同
窓
会
南
明
会
会
則
」
に
あ
る
通
り
、

「
母
校
と
卒
業
生
と
の
連
絡
を
保
ち
、
か
つ
会
員

相
互
の
親
睦
と
向
上
を
図
る
こ
と
」
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
同
窓
会
員
が
母
校
に
対
し
て

何
が
で
き
る
か
、
長
寿
社
会
と
な
り
同
窓
生
も
社

会
的
役
割
を
終
え
て
、
そ
の
後
の
長
い
生
活
に
張

り
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

も
大
き
な
役
割
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

前
者
に
つ
い
て
は
寄
付
、
そ
の
他
の
手
段
で
大

学
の
研
究
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
が
ダ
イ
レ
ク
ト

に
浮
か
び
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
理
学
部
は
大
学

全
学
部
の
中
で
最
も
金
に
縁
の
無
い
学
部
で
す
の

で
、
努
力
し
て
も
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ

り
に
卒
業
生
の
多
様
な
生
き
方
を
失
敗
例
・
成
功

例
、
決
断
を
迫
ら
れ
た
と
き
の
対
応
例
、
海
外
で

の
仕
事
・
留
学
時
の
対
処
等
を
含
め
て
話
を
す
る

・
討
論
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
昨
年
よ
り
「
お
か
え
り
先
輩
」
と
題
し
、
本
部

で
も
取
り
上
げ
て
頂
き
、
継
続
を
決
め
て
頂
き
ま

し
た
。

後
者
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
の
新
た
な
役
割
と

鹿
児
島
大
学
理
学
部
同
窓
会

南
明
会
関
東
支
部
だ
よ
り

第二号

考
え
て
い
ま
す
。
私
の
若
い
時
に
寺
山
修
司
が
「
書

を
捨
て
よ
。
町
へ
出
よ
う
。
」
と
い
う
言
葉
を
当

時
の
青
年
層
に
投
げ
か
け
た
こ
と
が
本
件
に
関
し

て
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
う
ま
い
置
き
換
え
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
テ
レ
ビ
（
あ
る
い
は
メ
ー
ル
）

を
捨
て
よ
。
町
へ
出
よ
う
。
」
新
し
い
何
か
を
求

め
て
、
あ
ち
こ
ち
で
催
さ
れ
て
い
る
祭
り
な
ど
の

行
事
、
講
演
会
へ
参
加
す
る
こ
と
へ
の
お
手
伝
い

を
す
る
こ
と
も
同
窓
会
の
大
き
な
役
割
で
は
な
い

か
と
考
え
る
日
々
で
す
。

大
学
に
関
連
す
る
こ
と
で
は
「
日
本
寮
歌
祭
」

も
そ
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
鹿
児
島
に
関
連
す
る
こ

と
で
は
「
社
団
法
人
三
州
倶
楽
部
」
主
催
の
講
演

会
、
多
種
多
様
な
退
職
者
向
け
の
催
し
事
へ
の
誘

い
な
ら
「
公
益
社
団
法
人
日
本
産
業
退
職
者
協
会
」

の
行
事
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

皆
様
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

令
和
８
年
度

鹿
児
島
大
学

同
窓
会
連
合
会
総
会
が
開
催
さ
れ
る

令
和

年

月

日
に
鹿
児
島
市
与
次
郎
の
ホ

8

4

11

テ
ル
ウ
ェ
ル
ビ
ュ
ー
か
ご
し
ま
に
て
令
和

年
度

8

鹿

児

島

大

学

同

窓

会

連

合

会

の

総

会

が

開

催

さ

れ
、
南
明
会
関
東
支
部
か
ら
古
川
会
長
が
、
関
西

支
部
か
ら
前
園
支
部
会
長
代
理
が
出
席
し
た
。

総
会
で
は
今
年
の
卒
業
生
数
が
二
千
五
百
人
、

新

入

生

が

二

千

六

百

四

人

に

達

し

た

と

の

こ

と

で
、
他
の
国
立
大
学
に
引
け
を
取
ら
な
い
数
で
あ

る
こ
と
、
新
学
長
に
医
学
部
出
身
の
井
戸
章
雄
理

事
が
就
任
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

井
戸
学
長
よ
り
大
学
の
挑
戦
と
し
て
、
長
崎
大

・
宮
崎
大
と

共
同
し
て
ヒ
ト-

ヒ
ト
感
染
症
、
人

獣
共
通
感
染
症
の
共
同
研
究
を
行
う
こ
と
、
ふ
る

さ
と
納
税
（
鹿
児
島
市
）
と
し
て
鹿
児
島
大
学
へ

の
寄
付
（
返
礼
品
無
し
）
が
で
き
る
こ
と
、
鹿
大

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
創
設
し
、
大
学
と
双
方
向
で
催

事
、
公
開
講
座
、
成
果
発
表
と
い
っ
た
繋
が
る
新

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。

総

会

後

に

懇

親

会

が

開

催

さ

れ

、

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

セ

レ

モ

ニ

ー

に

オ

ル

フ

ェ

ウ

ス

・

ハ

ー

プ

ア

ン

サ

ン

ブ

ル

に

よ

る

ハ

ー

プ

演

奏

が

行

わ

れ

た

。

各

学

部

同

窓

会

別

に

近

況

と

出

席

者

紹

介

が

あ

り

、

理
学
部
か
ら
は
先
生
、
同
窓
会
員

人
が
壇
上
で

11

紹
介
さ
れ
た
。
南
明
会
関
東
支
部
か
ら

名
、
関

2

西
支
部
か
ら
も

名
が
参
加
し
た
。

2

講
演
会
「
第
二
回

お
か
え
り
先
輩
」
開
催

令
和

年

月

日
に
鹿
児
島
大
学
理
学
部
に

8

4

12

て
、
昨
年
に
続
く
同
窓
会
と
大
学
と
の
交
流
手
段

と
し
て
卒
業
生
に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

前
回
は
稲
盛
氏
が
寄
贈
さ
れ
た
稲
盛
会
館
で
開
催

さ
れ
た
が
、
今
回
は
理
学
部
一
号
館
と
二
号
館
の

間
に
あ
る
大
講
義
室
に
て
行
わ
れ
た
。

講
演
者
は
関
東
支
部
か
ら
高
橋
圭
介
氏
（
元
東

京
大
学
医
科
学
研
究
所
技
術
職
員
）
、
関
西
支
部
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か
ら
奴
久
妻
聡
一
氏
（
神
戸
大
学
研
究
員
）
並
び

に
前
園
隆
博
氏
（
貝
塚
市
議
会
議
員
）
の
三
名
で

あ
っ
た
。

高
橋
氏
は
昭
和

年
化
学
科
卒
で
、
卒
業
の
二

55

週
間
前
か
ら
東
大
医
科
研
に
入
所
、
令
和

年
に

5

退
職
さ
れ
る
ま
で
の

年
間
に
渡
る
血
液
内
科
の

43

研
究
室
で
の
通
常
業
務
か
ら
特
殊
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
に
つ
い
て
の
話
が
披
露
さ
れ
た
。

奴
久
妻
氏
は
昭
和

年
生
物
学
科
卒
、
昭
和

57

59

年
修
士
課
程
修
了
後
は
金
沢
医
科
大
、
北
大
、
東

大
医
科
研
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学
と
い
っ

た
国
内
外
の
大
学
・
研
究
機
関
に
て
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
研
究
に
従
事
さ
れ
、
多
く
の
研
究
者
と
の
交

流
に
つ
い
て
の
話
を
い
た
だ
い
た
。

前
園
氏
は
昭
和

年
化
学
科
卒
で
化
学
系
の
企

57

業
に
就
職
後
、
地
元
で
の
生
活
の
中
で
社
会
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
り
、
平
成

年
よ
り
貝
塚
市
議

27

と
し
て
活
動
、
会
社
員
時
代
の
こ
と
か
ら
議
員
と

し
て
の
活
動
に
つ
い
て
の
話
を
い
た
だ
い
た
。

今
回
は
前
回
と
異
な
り
、
講
演
会
の
告
知
が
理

学
部
同
窓
会
の
公
式
サ
イ
ト
の
み
で
あ
っ
た
た
め

参
加
者
が
少
な
か
っ
た
が
、
講
演
の
後
は
会
場
の

学
生
か
ら
演
者
へ
の
質
問
・
英
語
の
必
要
性
に
つ

い
て
等
に
対
し
、
講
演
者
か
ら
丁
寧
な
説
明
が
な

さ
れ
た
。
ま
た
参
加
さ
れ
て
い
る
同
窓
会

か
ら

OB

も
学
生
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の
学
会

へ
の
参
加
を
促
す
意
見
が
出
た
。

来
年
は
鹿
児
島
在
住
の
卒
業
生
に
よ
る
講
演
を

関
東
支
部
会
長
よ
り
同
窓
会
本
部
に
要
請
し
了
解

し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
卒
業
生
の
約
二
割
が
中

高
の
理
科
教
職
に
就
い
て
い
る
こ
と
、
入
学
者
の

半
数
近
く
を
女
性
が
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教

員
や
女
性
の
卒
業
生
に
講
演
依
頼
す
る
こ
と
も
考

慮
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

第

回
日
本
寮
歌
祭
参
加
報
告

65

表
題
の
寮
歌
祭
が
令
和

年

月

日
に
ア
ー

7

11

23

ト
ホ
テ
ル
日
暮
里
で
開
催
さ
れ
た
。
わ
が
南
明
会

関
東
支
部
か
ら
は
、
古
川
、
伊
藤
、
谷
川
、
加
治

屋
の

名
が
参
加
し
た
。
到
着
し
た
ホ
テ
ル
の
会

4

場
は
広
く
四
方
の
壁
は
全
国
の
参
加
校
の
校
名
、

校
章
で
う
め
つ
く
さ
れ
て
い
た
。

日
本
寮
歌
祭
実
行
委
員
長
藤
村
延
魚
氏
の
ご
挨

拶
『
寮
歌
を
愛
す
る
皆
さ
ん
！

い
ざ
や
、
肩
を

組
み
、
豪
快
に
、
楽
し
く
、
寮
歌
を
歌
い
ま
し
ょ

う

！

』

の

掛

け

声

を

受

け

寮

歌

祭

が

開

幕

し
た
。

当

日

の

出

演

順

序

で

は

、

我

が

第

七

高

等

学

校

造

士

館

鹿

児

島

大

学

は

最

後

の

60

番
目
で
あ
る
。

:

に

前

半

校

の

11
30

高
吟
が
開
始
さ
れ
た
。

前

半

の

最

後

は

番

30

目

の

全

淑

女

・

愛

好

会

「

琵

琶

湖

周
航
の
歌
」
、
男
性
は
「
陸
ボ
ー
ト

漕

ぎ

」

に

ご

参

加

有

れ

の

掛

け

声

で

会

場

全

体

が

盛

り

上

が

り

、

南

明

会

関

東

支

部

の

谷

川

さ

ん

が

目

立

つ

黄

色

の

帽

子

を

か

ぶ

り

ボ

ー

ト
漕
ぎ
に
参
加
し
て
い
た
。

:

に

後
半

校

の

熱

唱
が

開

始
さ

れ

た
。

後

13
30

半
の
最
後
は

番
目
の
第
七
高
等
学
校
造
士
館

60

鹿
児
島
大
学
で
あ
る
。

「
ア
イ
ン
・
ツ
バ
イ
・
ド
ラ
イ
サ
ー

北
辰
斜
め
に
さ
す
と
こ
ろ

・
・
・

」

や
は
り
母
校
の
寮
歌
は
胸
に
し
み
る
。

閉

会

式
は

:

か

ら

、
嗚

呼
玉

杯

に

全
員

15
20

参
加
で
壁
に
沿
っ
て
大
円
を
作
り
、
反
時
計
周
り

に
歩
み
つ
つ
高
唱
し
、
盛
会
の
う
ち
に
終
演
と
な

っ
た
。
今
回
の
参
加
者
は

校
・
２
６
５
名
で
、

39

そ
の
う
ち
鹿
児
島
大
学
は

名
参
加
で
金
沢
大
、

18

長
崎
大
に
次
い
で
３
位
で
あ
っ
た
。

◎南明会関東支部総会開催のお知らせ

期日：令和 8 年 10 月 24 日（土曜日）
時間： 13:00 ～ 17:00
場所：三州倶楽部

近日中にお知らせを郵送いたします。

また当日は理学部の小山教授の講演を

予定しています。

発 行 元：南明会関東支部

発行責任者：古川征弘（関東支部会長）

編集担当者：高橋圭介（昭和 55 年化学）

E-mail : keichan.imsut@gmail.com


